
今回は現庁舎と新庁舎をデータでみるとどのくらい違いがあるのかを比較してみました。

　敷地面積は新庁舎の方が広くなっていますが、敷地が不整形なため庁舎をどこに配置するかで、
駐車場台数が大きく変わってきます。現計画では庁舎を県道沿いに配置することで、堀通側の敷地
に駐車場を配置し、できるだけ多くの台数を確保できるように計画しています。

vol.
08

現庁舎と新庁舎を
データで比較してみました

敷 地
　新庁舎の方が狭くなっていますが、各課を集約することで必要面積を効率よく確保しつつ、
通路幅や座席間隔は、今よりも広くなるようレイアウトすることで、職員が働きやすい環境に
なるよう計画しています。

執 務
エリア

　全体の面積は狭くなりますが、議場を重ね使いできるようにすることで、議会の無いときは会議
室として使うことができ、現庁舎以上に面積を確保しています。
　また議場は、町民の方にも使っていただける開かれた議場を計画しています。

会議室
エリア

あ
ん
き
に
お
で
か
け
し
ら
か
わ

02 

バ
ス
と
列
車
で
お
で
か
け
し
よ
う

　
今
回
は
、
通
学
や
お
で
か
け
で
Ｊ
Ｒ
を
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
駅

へ
の
行
き
帰
り
に
便
利
な
バ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
駅
に
向
か
う
バ
ス
は
町
内
各
地
区
か
ら
出
て
お
り
、
白
北
・
蘇
原
・
黒

川
地
区
か
ら
は
白
川
口
駅
行
き
、
佐
見
地
区
か
ら
は
下
油
井
駅
行
き
の
バ

ス
が
あ
り
ま
す
。
夕
方
は
各
駅
で
バ
ス
の
迎
え
が
３
便
あ
り
、
列
車
の
到

着
時
刻
に
合
わ
せ
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
運
賃
は
１
回
２
０
０
円
で
す
が
、
毎
日
バ
ス
に
乗
ら
れ
る
方
は
、
定
期

券
で
お
得
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
得
で
便
利
な
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

利
用
に
は
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
が
、
高
校
生
は
ス
マ
ホ
か
ら
ネ
ッ
ト

　
で
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

定
期
券
で
毎
日
乗
車
す
る
と
、
１
回
あ
た
り
約
66
円
で
乗
車
で
き
ま
す
。【お問い合わせ先】

   白川町コミュニティバスセンター　0574－74－1001

あ
ん
き
に
お
で
か
け
し
ら
か
わ

町
内
各
地

白
川
口
駅

佐
見
地
区

下
油
井
駅

現　　庁　　舎
約 3,800 ㎡（駐車場含む）

・急傾斜崩壊危険区域
・土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

32 台（思いやり駐車場：1 台）
21 台

本庁舎 RC 造、一部鉄骨造
分館鉄骨造

3 階建て（分館 4 階建て）
陸屋根※1

約 880 ㎡（本庁舎 + 分館）
約 2,290 ㎡

約 15.30ｍ（本庁舎）
約 720 ㎡
約 380 ㎡
約 210 ㎡
約 235 ㎡

男　性：小 15 ヶ所
　　　　大 9 ヶ所
　　　　手洗 5 ヶ所
女　性：5 ヶ所
　　　　手洗 4 ヶ所
多目的：0 ヶ所

無し
無し

敷地面積

ハザードマップ

駐車場台数（来庁者）
駐車場台数（公用車）

構造・階数

階数
屋根形状

建築面積※2
延べ床面積※3

最高高さ
執務エリア

会議室エリア
議会エリア

倉庫

トイレ

授乳室
エレベーター

差
+1,050 ㎡

―

+24 台（+1 台 )
+4 台

―

―
―

+700 ㎡
+270 ㎡
–4.30ｍ
–140 ㎡
–115 ㎡
–25 ㎡

–125 ㎡
–6 ヶ所
–2 ヶ所
+2 ヶ所
+3 ヶ所
+4 ヶ所
+3 ヶ所

+1
―

庁
舎
に
関
す
る
新
旧
比
較
表

敷 

地

建
　
物

新　庁　舎（基本設計時点）
約 4,850 ㎡

・洪水浸水想定区域
　（L1 想定：0.5ｍ～ 5.0ｍ）
56 台（思いやり駐車場：2 台）

25 台

1 階 RC 造・2 階木造一部 RC 造

2 階建て
切妻屋根

約 1,580 ㎡
約 2,560 ㎡
約 11.00ｍ
約 580 ㎡

約 265 ㎡（議場含まず）
約 185 ㎡
約 110 ㎡

男　性：小 9 ヶ所
　　　　大 7 ヶ所
　　　　手洗 7 ヶ所
女　性：8 ヶ所
　　　　手洗 8 ヶ所
多目的：3 ヶ所

1 室
有り（13 人乗り）

項　　目

※1 陸屋根：傾斜の無い平らな屋根　 ※2 建築面積：建物を上から見たときの建物の外周の面積　 ※3 延べ床面積：建物の各階の合計床面積備考

　　朝    町内各地 ▶ 7：00 駅着 ▶ 7：08発（岐阜行）

　　夕　 　　 17：43着（猪　谷　行）▶    17：50発▶
        　　　　18：34着（飛騨金山行）▶    

18：40発▶       　　　　 18：35着（美濃太田行）▶
       　　　　 19：48着（高　山　行）▶    19：55発▶

　　朝    佐見地区 ▶ 6：53 駅着 ▶ 6：59発（岐阜行・猪谷行）

　　夕 　　　 18：00着（猪　谷　行）▶    18：05発▶
       　　　　 18：25着（美濃太田行）▶    

19：00発▶       　　　　 18：45着（飛騨金山行）▶
      　　　　  20：03着（高　山　行）▶    20：20発▶

岐
阜
飛
騨
方
面
▶

岐
阜
飛
騨
方
面
▶

バスとJRの乗り換え時刻表 バス　　JR

　令和５年１月５日、町民会館大研修室で消防出初式が行われ、
今年一年が災害のない平穏な年になることを祈りました。

第
４
分
団
　
加
藤
　
万
貴
　
藤
井
　
拓
巳

　
　
　
　
　
楯
　
　
明
久
　
川
上
　
泰
宏

　
　
　
　
　
安
江
　
貴
秋
　
藤
井
　
勝
明

　
　
　
　
　
中
山
　
晃
則
　
古
田
　
和
也

第
５
分
団
　
今
井
　
基
人
　
安
江
　
正
明

　
　
　
　
　
細
江
　
　
誠

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

第
２
分
団
　
清
水
　
栄
史

第
４
分
団
　
佐
伯
　
徹
也
　
纐
纈
　
友
輝

中
濃
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

第
１
分
団
　
土
屋
晃
太
郎
　
小
酒
井
一
正

第
３
分
団
　
本
田
　
浩
司
　
山
口
　
栄
貴

加
茂
郡
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
労
章
15
年
）

第
１
分
団
　
小
酒
井
一
正
　
福
田
　
明
洋

　
　
　
　
　
高
木
　
孝
之

第
３
分
団
　
長
原
　
健
二
　
鈴
村
　
義
弘

　
　
　
　
　
藤
井
　
史
久
　
田
口
　
博
之

　
　
　
　
　
今
井
　
隆
介
　
渡
邉
　
孝
司

　
　
　
　
　
今
井
　
研
太

第
４
分
団
　
鷲
見
　
貴
記
　
古
田
　
照
雄

第
５
分
団
　
熊
崎
　
　
茂
　
田
口
　
裕
之

　
　
　
　
　
田
口
　
　
絢

加
茂
郡
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
労
章
10
年
）

本
　
　
部
　
藤
井
　
　
淳

第
１
分
団
　
松
下
　
和
男
　
今
井
　
一
輝

　
　
　
　
　
安
江
　
陽
平

第
２
分
団
　
福
井
　
友
浩
　
大
岩
　
敏
嗣

　
　
　
　
　
田
口
　
将
司

第
３
分
団
　
武
知
　
香
太
　
中
嶋
　
克
洋

　
　
　
　
　
鈴
木
康
太
郎
　
山
口
　
　
淳

　
　
　
　
　
川
上
　
太
一
　
小
池
　
貴
博

　
　
　
　
　
鈴
村
　
悠
樹

第
４
分
団
　
田
口
　
峻
平
　
児
嶋
　
　
健

　
　
　
　
　
藤
井
　
陽
介
　
纐
纈
マ
サ
オ

　
　
　
　
　
藤
井
　
和
彦

第
５
分
団
　
安
江
　
勇
人

加
茂
郡
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

本
　
　
部
　
藤
井
　
　
淳

第
１
分
団
　
高
木
　
大
輔

第
２
分
団
　
加
藤
　
孝
典
　
竹
腰
　
将
一

第
３
分
団
　
佐
藤
陽
太
郎
　
鈴
木
　
光
昭

第
４
分
団
　
加
藤
　
万
貴
　
藤
井
　
拓
巳

町
長
表
彰
（
功
労
章
） 

 
 

本
　
　
部
　
柘
植
　
一
輝

第
１
分
団
　
飯
盛
　
慎
祐
　
野
尻
　
　
将

　
　
　
　
　
竹
腰
　
憲
人
　
今
井
　
裕
崇

　
　
　
　
　
渡
邉
　
健
太
　
埜
本
　
太
郎

第
２
分
団
　
林
　
　
裕
史
　
佐
古
　
人
哉

第
３
分
団
　
山
口
　
高
司
　
土
井
　
瑞
貴

　
　
　
　
　
田
上
翔
太
郎
　
山
口
　
知
輝

　
　
　
　
　
安
江
　
健
史

第
４
分
団
　
高
谷
裕
一
郎
　
藤
井
　
拓
真

　
　
　
　
　
西
野
　
靖
浩

第
５
分
団
　
長
谷
川
泰
幸

団
長
表
彰
（
功
績
章
） 

 
 

本
　
　
部
　
矢
嶋
　
克
宇 

第
１
分
団
　
今
井
　
健
人
　
今
井
　
章
裕

第
２
分
団
　
安
江
　
由
騎
　
榊
間
　
翔
太

第
３
分
団
　
細
江
　
貴
史
　
上
杉
　
恒
太

　
　
　
　
　
纐
纈
　
良
樹
　
山
口
　
秀
康

　
　
　
　
　
横
家
　
寿
俊

第
４
分
団
　
山
中
　
祐
希
　
藤
井
　
勧
人

　
　
　
　
　
鈴
木
　
遼
平

第
５
分
団
　
安
江
　
拓
紀
　
今
井
　
太
朗

　
　
　
　
　
髙
木
　
　
陵

令
和
５
年
白
川
町
消
防
出
初
め
式
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
者
さ
れ
た
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

令和５年 白川町消防出初め式令和５年 白川町消防出初め式令和５年 白川町消防出初め式

岐
阜
県
知
事
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）

　
本
　
　
部
　
　
荒
川
　
裕
哉

可
茂
消
防
事
務
組
合
東
消
防
署

　
消
防
司
令
補
　
中
井
　
康
雄

岐
阜
県
知
事
表
彰
（
勤
続
功
労
章
）

本
　
　
部
　
鈴
木
　
大
輔

岐
阜
県
知
事
表
彰
（
功
労
章
）

第
２
分
団
　
田
口
　
友
幸

岐
阜
県
知
事
表
彰
（
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
）

第
１
分
団

　
土
屋
　
知
絵
　
土
屋
晃
太
郎
副
分
団
長
の
妻

　
安
江
す
み
れ
　
安
江
征
起
団
員
の
妻

第
２
分
団

　
小
池
　
　
南
　
小
池
将
太
班
長
の
妻

第
３
分
団

　
山
口
ひ
ろ
美
　
山
口
栄
貴
副
分
団
長
の
妻

　
鷲
見
　
浩
子
　
鷲
見
卓
団
員
の
妻

第
４
分
団

　
藤
井
智
恵
美
　
藤
井
広
和
班
長
の
妻

　
藤
井
美
貴
予
　
藤
井
大
樹
班
長
の
妻

　
伊
藤
　
純
子
　
伊
藤
和
徳
団
員
の
妻

第
５
分
団

　
髙
木
　
由
夏
　
髙
木
健
慈
班
長
の
妻

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
労
章
20
年
）

第
２
分
団
　
田
口
　
勝
美
　
　
新
藤
　
薫

第
５
分
団
　
田
口
　
英
実

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
労
章
15
年
）

第
１
分
団
　
土
屋
晃
太
郎
　
今
井
　
祐
治

第
２
分
団
　
服
部
　
健
人
　
長
尾
　
進
也

第
３
分
団
　
本
田
　
浩
司

（敬称略）
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